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活動日記毎日更新中！
〈地域での主な役職〉
・滋賀県体操協会 会長
・草津市スポーツ協会 会長
・滋賀県柔道整復師会 顧問
・草津市バレーボール協会 会長

・社会医療法人「誠光会」 理事
・滋賀県生活衛生協会 顧問
・滋賀県トラック協会 顧問
・滋賀県電気工事工業組合 顧問
・滋賀ビルメンテナンス協会 顧問
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　今月8日に宮崎県で発生し震度6弱の揺れを観測したマグニチュード7.1の地震を受けて、国
からは、巨大地震に備えて防災対策の推進地域に指定されている29の都府県の707市町村
に対して地震への備えを改めて確認してほしいという呼びかけがありました。地震の発生から
1週間でひとまず呼びかけの期間は終わりましたが、南海トラフ巨大地震発生の確率は今後
30年以内に70～80％といわれており、国もいつ大規模地震が起きてもおかしくないことを
意識し、ふだんから地震への備えを進めるよう継続して呼びかけています。実際その後に神
奈川や茨城などでも震度5前後の地震が立て続けに発生しています。皆さん日頃の災害対策
は大丈夫でしょうか。いつ来るか判らない巨大地震に対しては継続的な備えが重要です！

南海トラフ巨大地震への備えは継続を！南海トラフ巨大地震への備えは継続を！

滋賀県議会6月定例会議にて下記項目について質問を行いましたので、一部抜粋・要約してご報告させていただきます。〈令和6年7月2日一般質問より〉

知事の標語ならびに政治姿勢について
昨年の標語「シン・ジダイ」について、「シン」には多くの意味ととも
に、これからの新しい時代を切り拓いていくのは、滋賀県にいる私た

ち、という知事の思いも込めておられます。その中の未来に伸びるの「伸」
として、「子ども、子ども、子ども」を挙げておられますが、子どもにおける
最重要政策課題の一つとして少子化の克服があります。
しかしながら、私の目には少子化対策について積極的な姿勢が見えないよ
うに思います。消滅可能性都市に、町ではなく、市である高島市が加わり、
合計特殊出生率も滋賀県も過去最低を更新しています。そんな悠長な姿
勢では、滋賀県西部地域は壊滅してしまいます。
知事は県のトップとして、少子化への危機感につ
いて強いメッセージを出す必要があると考えま
すが、知事の決意を伺います。

今年の標語「ともに生きる」について、２月定例会議に提案説明にお
いて、「今をともに健やかに生き、世界とともに、水とともに、ともに

明日を生きるため、「ともに生きる」を大事にしたい」と表明されました。能
登半島地震などを受けて、被災者に寄り添うなどの心境があったのか定か
ではありませんが、今年の標語に選ばれた背景について伺います。

＜知事の回答＞
　数字に左右されて言うのではなくて、やはり「子ど
も・子ども・子ども」、子どものために、子どもととも
につくる県政をつくろうじゃないかということをいち早く打ち立てながら、皆さ
んのご理解もいただき、様々な諸政策を充実させようとしているところですの
で、私は危機感というよりも、むしろ前向きな取組を醸成させていくことこそが
重要ではないかと考えています。
　また、子どもを持つこと、生きていくことの大宗は個人の価値観によるところ
が大きいので、一人ひとりが持っている考え方を尊重することも大事なことでは
ないかと思っています。また、我々、大人の世代が親であることを楽しんだり、子
どもと一緒にいることをポジティブに捉えられるような生き方も醸成させてい
けたらいいなと思っています。

＜知事の回答＞
　議員からのご質問にあるように、能登半島地震によって多くの被害がもたら
され、尊い命が失われたこと、戦争もある、またコロナ禍もあった等々、やはり生
きていることの尊さ、ありがたさ、また、ともに生きることの難しさを実感する毎
日ですので、「ともにいきる」という言葉を投げかけながら、みんなで力を合わ
せて生きることを大事にしたいということを呼びかけているところです。
　変化に対応しながら、「シン・ジダイ」をみんなでつくるなかで、いのちを大切
に、自分らしく健やかに、みんなで助け合い、支え合って生きていける「健康しが
2.0」、これは進化させ進めていきたいですし、老いや病、弱さや衰え、死を直視
しながら、ともに生きていることに喜びや楽しさを感じられる滋賀をみんなでつ
くっていきたいという思いを、「ともにいきる」という言葉に込めて表現させてい
ただきました。

知事には４年前にも同じことを言いましたが、最近我々議員に対し
て「一緒にやりましょう」の言葉が少なく感じます。「こんにちは三日

月です」と称する県民と知事との直接対話についても、令和５年度以降ホ
ームページが更新されていません。今一度初心に戻っていただき、県民の
皆さんや職員の皆さん、そして我々議員に対しても真摯に向き合ってほし
いと思いますが、所見を伺います。
＜知事の回答＞
　多くの皆さんと対話しながら、共感を得て、一緒につくる滋賀県政、この初心、
初志は忘れずこれからも頑張ってまいりたいと思います。「こんにちは！三日月
です」は、昨年度も実施していたのですが、更新できていなかったことは早急に
改善していきたいと考えています。
　たしかに、関西広域連合や全国知事会の仕事もあり、以前とは違う公務等も
増えてきましたが、やはり、原点・現場は滋賀ですし、県民の皆さんのお声をしっ
かりと承る活動は、これからも積み重ねてまいりたいと思います。また、私一人
で、全県、あらゆる立場の方々とお話しするのは困難な面もありますので、ぜひ、
県民を代表される議員の皆様との対話も、しっかり積み重ねてまいりたいと思
います。最後に言わせてください。一緒に頑張りましょう。

令和に入り「健康しが」や、「卒近代」、「シガリズム」、「シン・ジダイ」、
「ともに生きる」、これに、基本構想の基本理念「変わる滋賀　続く幸
せ」なども加わって、正直なところ標語を変えすぎだと思っています。
県民の皆さんも全くついていけていないのではないでしょうか。上辺
だけに終わることのないよう実のある県政を進めていきましょう！

●関西広域連合議会 議長に就任いたしました●

　今年６月29日に開催された関西広域連合議会臨時会におきまして、関西
広域連合議会 第15代議長を拝命いたしました。
　関西広域連合は滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥
取県、徳島県、京都市、大阪市、堺市、神戸市の2府6県4政令市が参加する
広域行政を担う責任主体として活動しており、今年で設立から14年を迎え
ました。この間、災害派遣や新型コロナウイルス感染症への対応など着実に
実績を積み重ねるとともに、文化庁などの政府機関等の地方移転を実現さ
せてきました。
　今後オール関西による更なる取り
組みの強化が期待される中、議長と
して住民の皆さんの思いを受け止
めながら、しっかりと意見を申し上
げ、関西の発展のために責務を果た
してまいります。




